











































ン・クリストフ・フリードリヒ・グーツムーツ（Johann Christoph Friedrich GutsMuths, 























表現から一部を切り出して「健康な身体に健全な精神（A sound mind in a sound body）」
と英訳し紹介していたのだった 3。グーツムーツは、ロックが教育論の冒頭で引用したの
と同じフレーズを、自著の冒頭にも用いたのである。そうすることで、自らの主張する体
1　 MacAloon （2008） p.164.
2　 GutsMuts （1793） S.XV.（引用文中の下線は引用者による強調。本書に限らず引用に際して訳
文は適宜変更している。以下同じ）。1804 年の改訂第二版では大きく構成が変更されたが、こ
の句を含む文章は初版の Vorrede における本文から、An die Leser の冒頭に配置替えされて
いる。
3　 “A sound mind in a sound body, is a short, but full description of a happy state in this 
world; he that has these two, has little more to wish for; and he that wants either of them, 
will be but little the better for any thing else.”, Locke （1824） p.6. もともとの出典であるロー
マの風刺詩人ユウェナーリスの句（orandum est ut sit mens sana in corpore sano）は、後に
ジョン・ロックが『教育のための若干の考察』の冒頭に英訳引用してさらに普及し、さらに
日本語にも訳されて意味を変容させていった。師尾晶子による第一章での議論、および土岐・
井坂 （2002） 163 頁を参照。



























  　 　ただし、ロックが英訳する際に用いた形容詞はmindについてもbodyについてもsoundだっ
たが、『青少年の体育』の英訳版では “A sound mind in a strong and healthy body” と訳され、
sound だけでなく strong and healthy が用いられている。これはグーツムーツのドイツ語を
そのまま訳したためであろうが、グーツムーツがここで必ずしもロックの著作を引用したと
までは言えないことを示してもいるだろう。GutsMuts （1800） p.A4.
  　 　またグーツムーツは『青少年の体育』改訂第二版の第１章のエピグラフに、メルクリアリ
スの名を添えて “Gymnastica in corpore sano bonum habitum generare conatur.” を置いて
いる。GutsMuts （1793） S.1. また同じ第２版では “mens sana in corpore sano” を本文中で引
用している。GutsMuts （1793） S.167. よき性質やよき精神は「健康な身体」にこそあるとい
う身体思想を示す句があちらこちらで引用され、身体訓練の重要性についての自説の説得性
を増そうと努めている様子をうかがうことができる。
  　 　なお、後にクーベルタンも、オリンピック復興 20 周年の記念メダルにこの言葉がもっとも
ふさわしいと思ったと書き記している。クーベルタン（1962）113 頁。
4　 GutsMuts （1793） S.54. 成田訳 79 頁。































7　 GutsMuts （1793） S.54. 成田訳 79 頁。
8　 坂入明は、当時のドイツにおけるこの政治経済的背景を指摘している。坂入明 （1987） 26 頁。



























ケルマン（Johann Joachim Winckelmann, 1717-68）をはじめとする 18 世紀後半からの古代
ギリシア文化を評価する流れとして捉えておく。Valdez （2014） p.6 では、繊細で自然なヘ
ルダー的指向と高貴で英雄的なヴィンケルマン的指向とが指摘され、ドイツの新ギリシア主






GutsMuts （1793） S.57. 成田訳 83 頁。
13　 GutsMuts （1793） S.3. 成田訳 24 頁。







































15　 GutsMuts （1793） S.4. 成田訳 25 頁。
16　 GutsMuts （1793） S.5. 成田訳 26 頁。




（ursprüngliche Schönheit）をもって再びわれわれから輝き出すであろう。」GutsMuts （1793） 














































、 、 、 、
ーマ人と、特にギリシア


























20　 GutsMuts （1793） S.55. 成田訳 80 頁。先に触れたが、引用注の下線は引用者の強調。



























































24　 GutsMuts （1793） S.58-59. 成田訳 84-85 頁。
25　 GutsMuts （1793） S.59. 成田訳 85 頁。












































、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
事教練としての体育という視点は前面に出て
は







の荘厳な神殿（Jupiters prächtiger Tempel）》」と述べている 31。同様にヘラ神殿につい
てもローマ神の「《ユノ神殿（der  Tempel der Juno）》」と述べる。古代ギリシアについ
て述べる段でローマ神名を用いているのだが、ここで注目しておきたいのは、グーツムー



































32　 GutsMuts （1793） S.58. 成田訳 83 頁。
33　 師尾（2004）104 頁。
34　 師尾（2004）105 頁。
35　 GutsMuts （1793） S.90. 成田訳 117 頁。
―	109	―
オリンピック復興運動に関する社会文化史的考察























36　 GutsMuts （1793） S.62. 成田訳 88 頁。
37　 GutsMuts （1793） S.58. 成田訳 83 頁。
38　 GutsMuts （1793） S.58. 成田訳 83-84 頁。


















、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
きるために体育をしなさい。だ









40　 GutsMuts （1793） S.59. 成田訳 84 頁。
41　 GutsMuts （1793） S.58. 成田訳 84 頁。
42　 ただし、個々の競技という視点からは、たとえば跳躍や五種競技などの記述の中でしばしば
古代ギリシアの例に触れている。
43　 GutsMuts （1793） S.105. 成田訳 134 頁。この部分は改訂で削除された。































































































49　 GutsMuts （1793） S.58. 成田訳 83 頁。
50　 村川（[1963]2020）参照。
51　 GutsMuts （1793） S.58. 成田訳 83 頁。しかもこの記述は第二版で削除されたのである。




スのアナクサゴラスのように、記念となるものを創設しなさい。」GutsMuts （1793） S.56. 成
田訳 81 頁。



















55　 ここで「有益性」を強調した点は、汎愛派の中心であったバゼドウ（Johann Bernbard 
Basedow, 1723-1790）の「必要」の観点に基づく教育思想の継承とも考えられる。グーツムー










、 、 、 、 、
かまえて、身
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
体的に目ざめさせよ」と述べている。GutsMuts （1793） S.6. 成田







56　 GutsMuts （1793） S.57. 成田訳 82-83 頁。
















、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
徳的に善く存在し得るように、で
、 、 、 、 、 、 、
きるだけ身体
的
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
にもそのように教育するということは、よ











９章）、格闘（第 10 章）、登攀（第 11 章）、平均の維持（第 12 章）、持ち上げや縄跳びなど（第
13 章）、ダンス・歩行・兵式訓練（第 14 章）、さらに第三部に、水泳（第 15 章）、火事・不眠・



































た後、1840 年から 1842 に短期間復活され、その後 1992 年から再び新たに開催されている。
Hirsch, Erhard （1997） p. 265-288.




















　そして、10 の村から選ばれた 10 人の少女が、その日が誕生日である君主の妃から「花冠」








62　 GutsMuts （1793） S.62. 成田訳 87 頁。
63　 GutsMuts （1793） S.62. 成田訳 87 頁。


























65　 GutsMuts （1793） S.62-63. 成田訳 88 頁。後半が、改訂版での削除部分である。


































































































体的により強く、より健康にするために（körperlich stärker und gesünder zu machen）74」
73　 GutsMuts （1793） S.60, （1804） S.140, 成田訳 85 頁。主語の「この公共的競技会」（Diese 
öffentlichen Spiele）は、改訂によってただ「これ」（Diese）のみになった。
  　 　また、訳語の問題を補足しておくと、Verfeinigung は「純化」「改良」「浄化」などとも訳せる。
成田訳は「文明化」としているが、Zivilisation 概念と区別しておくために、ここでは「洗練」
と訳しておく。












des Geistes sorgen müssen）、しかも精神は身





康とすぐれた技能とに配慮せねばならない（für Gesundheit und edle Fertigkeiten des 
Körpers sorgen müssen）からである。身体はそれによって精神に奉仕できるし、その
仕事を妨害しないだけでなく、援助するようになる。だからプラトンは――ただ精神
修養（Geistescultur）だけで、怠惰や無為によって身体を破壊する（den Leib durch 





75　 Nichtsthuerei や Krüppel は侮蔑的・差別的な響きをもつ表現である。該当箇所についてグー
ツムーツも注で引用するメルクリアスの原文――ただし第二版では削除された――では、
“ propter quod in Protagora Plato cum esse claudum appellandum dixit, qui solum animum 
exercens, corpus ignavia atque otio consumit. ” とある。Hieronymus Mercurialis, 1672, De 







76　 Mercurialis （1672） p.14. 












































、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
きるために体育をしなさい。だ



















80　 GutsMuts （1793） S.105. 成田訳 134 頁。



































































85　 GutsMuts （1817） Vorbericht.
86　 以下、『トゥルネン教本』と略記する。















としての軍事演習（Kriegsübungen zu gymnastischem Gebrauch）」が新たに設けられてい
る 88。その議論は、『トゥルネン教本』では正面から、次のように述べられるに到る。
　













88　 GutsMuts （1804） S.392-417. 銃を持たない訓練と持った訓練が分けて論じられている。


















































いたトゥルネンについてまとめた『ドイツ・トゥルネン（Die Deutsche Turnkunst zur 
Einrichtung der Turnplätze）』を刊行している。













































Weber （1920） S.204, 大塚訳 366 頁。
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